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本
年
度
換
算
決
る

姦
中
震
首
や
顎
の
阿
管
智
慧
象
貯
届
賓
金
蛋
正
妻
菓
、
嘗
四

月
十
九
日
の
大
金
等
管
こ
荒
た
蓋
署
幌
童
二
三
頁
の
大
童
童
め
、
h

悪
女
執
念
営
農
関
東
る
覧
ん
虻
．
聖
者
の
蔓
賓
吉
富
負
蓋
で
空
は
蝕
監
護

憂
童
雷
≡
、
四
〔
召
H
窒
茎
葉
要
8
8
等
、
名
著
蟹
等
可
読

じ
苗
琴
毒
8
】
胃
も
認
真
筆
ハ
阻
塵
詠
等
落
首
温
昔
風

痩
式
野
球
に
二
萬
固

難
行
き
わ
め
た
予
算
委

薔
蓄
本
、
偽
上

登
楼
琶
責
法
案
、
英

紺
…
け
叩
持
｝
‥
…
㍑

脚
菅
、
l
嘗
窮
、
蓄

F
よ
お
穿
天
会
に
移
さ
れ
義

が
琴
爪
た
1
、
機
長
、
田
蕪
、

聖
轟
禁
帯
電
斉
渡
川
を
以
て

選

れ

作

董

量
一
覧
芸
挟
、
択
い
て
良

生
首
司
会
豪
富
貿
ち
量

塵
帯
雷
垂
れ
菅
も
の
も

な
い
だ
モ
ノ
叫
か
け
を

石川生活費・員

営

垂

茎

茫

啓

三

幕

菅

か
憎
ま
れ
役
で
屠
る
匠
、
崖
托
心

血
臣
書
中
で
あ
る
、
ご
く
単
品
な

i
ゴ
き
一
〇
一
一
－
一
一
F
■
一
才

琴
、
先
金
に
琶
転
、
声
克

て
い
る
と
は
衰
え
注
い
と
雪
。
学

童
し
く
や
つ
蒜
く
こ
と

は

定

轟

責

で

盆

挙
る
斬
唱
雪
で
調
れ
て
く
る

何
も
L
貫
く
魯
レ
い
章
患
い
レ

葡
し
い
急
苫
な
℃
腱
着
生

い
行
雲
甘
琶
る
事
の

な
旨
し
て
量
や
菜
且

菅
許
こ
卑
芸
事
古
妻
悪

く
き
ち
Ⅶ
戚
な
い
瀞
、

決
あ
き
れ
た
規
則
を
甘
つ
て
の
楽
し

い

董

苧

誓
†
私
は
妻
一
L
葦
の
反

省
捻
う
な
か
す
と
東
に
、
ぎ
徒
心
得

『
励
打
合
い
撃
も
合
っ
て
研
朋

革
袋
々
活
を
つ
く
委
竜
は
な
い
か

薙
、
農
、
轟
ニ
ブ
タ
ゼ
ぺ

パ
ス
忽
ノ
ト
、
バ
レ
し
山
岳
、
体

操
リ
ズ
か
1
、
覇
と
贋

造
や
る
T
筋
に
つ
い
て
旺
哀

嘗
膚
貫
首
竃
層

熟
考
専
念
忌
普
嘗

い
り
叶
い
．
H
バ
州
‥
し
‥
H
≠

覇
■
嘗
登
を
亀
こ
れ
智
申

繁

鼻

息

蔦

葛

軍

い
る
が
社
会
は
量
、
教
学
は
が

析
（
－
、
）
腰
周
」
■
穏

島
貫
て
い
点
て

殆
ど
が
唱

い
る
の
経
宏
富
里
裏
話

蜜
一
万
円
、
童
蔓

六
千
二
雪
山
戻
墨
富
里
雪

月
銭
の
妄
革
円
空
ぎ
一

ヰ
セ
塵
儲
宅
雷
九
千
八
百

『
‥
寿
の
六
千
二
百
円
空
室
t

宮
円
ス
ケ
ー
ト
竺
宅
千
円
が

元
旦
作
年
の
予
琵
ぺ
て
執
る

裾
前
等
電
蓄
塾
由
竺
万

円
英
溺
溺
透
ぷ
富
崇
等

榔鱒部酬響弘一

洋二
常習　撃郡

賢
愚
長
官
、
遷

し

て

昨

年

毒

霊
嘗
着
港
求
登
深
溝
展

安
芸
盈
落
翌
密
議

革
愚
馨
思
豪
登

こ

れ

を

箆

重

苦

首

の
慧
甘
ん
富
か
蔓
電
ほ

会

号
持
‥
‥
∵
”
㌍
U
パ
H
H
…
…
‥
叫

最
近
ぬ
野
人
周
さ

塗
註
音
搾
崖
道
そ
；

㌔
草
笛
蕃
寓
萎
驚
遷
化
寄

金
‘

掘
割
抱
奨
菅
陶
業
、
幽
生
学
出
文
体
應

u匹か江日付、ちな
：喋「欲しいもの」
所が等圧Pマンタ
・車中要ましいもめ

凱詣道警
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す
ば
ら
ん
い
．
翌
島
々
装
大
円

た
由
琴
】
蛍
雪
、
私
は
吉
量
稚

嘉
豊
富
苛
へ
行
っ
て
汲
た
．
≡

絡
緒
閑
録
雛
銅
悶
絶
摘
閃
銅
銅
賞
む
班
絹
緒
露

完
患
露
呈
嘗

人
生
の
聾
翼
の
た
め

監
撃
鷲
二
五
、

翠
毒
毘
某
童
認
許

艶
の
匡
上
空
休
親
し
墓

昼
崗
へ
行
く
．
教
典
は
こ
ゝ
で
〓
静

軍
費
蕪
で
す
P
U
．

五
鰐
半
隕
妾
E
灯
っ
た
．
愈
々

が
築
く
し
い
え
オ
ン
の
蔓

草
レ
た
の
藍
疲
七
誓
っ

た
．
モ
し
て
義
へ
怠
讐
露
．

情
緒
お
ふ
る
る
東
都

作
芸
監
な
っ
た
京
都
駅
旺
ナ
ウ

か
カ
と
新
し
い
モ
ダ
ン
駅
と
な
つ
て

い
彗
駅
前
暮
儀
菅
督
一
監
向

舌
典
的
な
讃
長

絹
開
閉
銅
鰹
頼
経
鰭
雛
㍉
鰻

艶
闊
言
四
二
、
魯
二

乗
、
窓
芸
竺
畢
竃
這

監
野
象
撃
乱
空
夢
鼠

二
三
の
蔓
蓉
静
象
て
大
壷

打
線
麿
等
可
決
荒
、
毒

蓑
⊥
詳
牒
鹿
腎
」
と
失
敬
野

鼠
　
蔓
－
思
い
出
の
態
学
放
筍

革
犬
都
市

、
理
　
東
京
ソ

七
月
陀
校
内
討
論
会

要
一
邑
j
き
■
ユ
き
ち
一
＿
－
∋
一
号
∫
一
∋
三
溝
■
考
量
【
】
竜
F
う

脚
下
を
照
麻
せ
よ

芸
及
　
位
か
禾
哲
郎

空
を
仰
同
い
基
い
て
い
る

う
ち
仁
兄
抄
歯
舞
プ
レ
で
浮
れ

銘
冨
た
と
い
う
雷
著
の
有
名
な

質
量
毒
、
人
生
の
露
や

あ
ー
雷
管
こ
と
が
蕃
な
か

暑
い
、
－
星
墓
誌
冨

属
官
許
姦
し
悪
あ
、

悪
へ
愚
息
と
轟
き
庶

章
が
つ
か
ん
の
冨
る
．
畝

に
夢
廊
下
を
m
崩
し
て
自
ま
性

を
島
抒
レ
、
聡
附
な
批
判
力
旨
饗

覧
管
、
奮
虞
の
連
句
巨
視
へ

の
登
立
た
せ
る
よ
壷

の
陶
治
、
冥
刀
の
充
雷
点
菅

臆
い
て
努
す
る
こ
と
を
麒
菱
と

す
る
。
冨
毘
兼
と
い
是
と
い
富

る
が
、
飯
に
受
け
隠
宅
人
身
を
置

け
た
る
巳
が
将
鯨
の
有
島
た
さ

に
憩
い
俊
致
せ
は
、
量
の

変
の
づ
曹
農
躍
る
重
さ

社
会
人
と
し
て
ほ
腰
迷
一
撃
鱒

ぽ
y
人
た
る
こ
と
皇
軍
の
羞

漁
ん
で
臣
の
葦
、

茶
務
盗
冒
す
擾
崖
、
態
食
は

打
ち
ざ
る
に
与
へ
ら
丸
、
と
や

か
く
堕
ち
る
の
姿
が
な
い
の
で
あ

る
、
而
し
て
蓋
星
の

重
義
卑
従
冨
卒
去
腰

妙
義
く
る
基
で
あ
皐
．
大
体
借
用

隊
管
患
夢
皇
警
重
曹

あ
る
が
、
一
度
を
の
慣
用
を
鎮
座

す
さ
こ
と
が
あ
っ
て
喝
こ
れ
を

靂
す
る
こ
と
ば
賢
か
な
か
容

易
の
蕪
で
な
い
．
そ
れ
故
社
会
の

．
普
選
慧
墜
竃
会
義
臣

と
も
、
布
く
も
碧
署
暫
し
適
念

に
発
て
る
意
だ
覧
ら
ば
、
敦
戯

已
宗
野
背
骨
、
豪
写

し
て
吾
川
を
繁
切
る
と
と
最
速

で
夢
旨
．
象
は
F
舟
の
行
事
敬

密
雲
登
玉
願
書
苛
・

邑
警
匿
、
煙
－
藩
の
“
責
美

少
年
老
い
易
く
導
管
革
心
▼
〔

持
妊
金
な
め
こ
の
帝
の
ナ
写
に
一

寸
の
山
選
と
い
え
量
ん
b
て

ほ
な
ら
な
い
。
殊
に
豪

農
匿
は
記
憶
刀
、
鮨
指
扇
辞

語
群
で
体
刀
気
力
も
旺
盛
で
あ
る

か
B
、
此
髪
す
る
こ
と

放
く
、
t
毅
教
科
就
中
、
ロ
等
歓

璧
扇
垂
雷
謹
監
象
夢
妄

天
童
す
る
な
念
仏
、

t
塵
曙
添
レ
て
の
幸
福
で
あ
う

睾
中
級
等
息
を
屠
菅
・

て
俊
富
と
も
碧
い
。
「
羅

馬
は
t
臣
し
菅
す
」
千
里

の
菅
－
歩
よ
登
る
の
館
か

命
、
璧
歩
′
天
瞥
壷
＜
辟
み

U
め
て
一
路
向
上
の
旅
を
つ
づ
灯

る
謡
を
塾
へ
て
博
か
血
は
な
ら

払
い
。￥

和
条
約
覇
し
て
今
や
目
茶

は
厳
重
占
癌
下
簑
き

軒
、
警
蓋
と
心
で
雲
■

攣
す
る
こ
と
に
ほ
な
つ
龍

も
の
ゝ
、
其
の
鉄
兜
誉
九
重
で

に

ほ

整

蔓

嘗

ら
炒
る
万
両
量
っ
て
欝
の
東

撃
レ
、
誓
雷
撃

へ
重
要
す
る
露
悪
巌
依

く
つ
集
し
て
い
る
。
此
際
国
民
ば

挙
っ
て
轟
－
蓼
、
琴

螢
戻
蓉
若
君
芸
者
だ
苧

の
で
な
け
れ
ば
名
菓
鼻
独
立

の
日
本
を
見
る
こ
息
等
安
芸

に
む
づ
か
し
い
．

細
々
国
鉄
の
独
正
隆
芥
づ
以
て

男
扁
身
の
独
立
藁
帳
件
で

苓
る
1
日
も
数
敵
い
転
時
に
他
を

敬
う
人
格
の
叢
と
人
絆
の
豊

に
基
餉
急
く
民
主
々
銭
は
敗
戦

後
兎
角
皮
罷
的
に
受
け
義
て

そ

の

行

量

い

義

挙
芋
蔓
豪
産
蓋
農
雷

一
↑
ヨ
一
－
ち
j
】
ヨ
一
－
曳
1

藍
せ
山
岳
て
い
る
が
、

旦
最
重
富
鹿
砦
臨
写
孟

を
領
に
薫
習
、
そ
の
竃

急

達

し

で

悪

声
レ
、
甚
宝
物
の
日
荘
官
重

々
線
激
励
正
し
て
久
し
尊
に
亘
っ

て
混
栗
東
群
雄
め
た
さ
社
会
世

…
い
」
‥
八
㌦
い
け
汗
…
…

自
若
黒
と
踏
カ
を
・
、
各

自
の
薬
菅
精
励
七
一
葦
奉

叢

書

壷

七
毛
の
使
命
澄
全
う
し
て
人
と

産
れ
て
蔓
富
る
悔
い

ー
菩
畠
葺
か
ん
こ
と
智
切
さ

し
重
な
い
1
歴
儲
甲
」
を

詰
軍
象
邑
芸
毒

．
（
真
義

粥
お
見
た
夢
呑
つ
た
と
思
っ
た

Ⅵ
溺
色
石
ゝ
堂
看
て
、

揮
レ
て
謬
腰
会
心
尊
慮

向
宅
篭
こ
監
は
l
高
温
冨

震
い
で
い
た
、
我
々
は
こ
ゝ

嵐
山
に
つ
盟
蕊
芳
竺
▼
悌
こ
ゝ

透
写
盲
だ
患
葦
鳶
層

旨
の
毒
静
篤
実
墓
等

開
閉
鰻
m
鮎
摘

儲
離
凝
朋
朋
藷
経
絡
L
雛
兄
打
董
校
，

召
覚
儀
も
↑
皐
を

8
度
蔀
一
一
〇
三
、
益
ハ
一
再

違
．
教
員
は
こ
ゝ
セ
葦

て
長
原
醒
汲
迩
巴
等
亭
芝

な
く
遊
冊
へ
と
習
起
し
た
．
等

量
－
評
あ
つ
た
が
こ
ん

な
こ
董
な
る
誉
昏
ん
な
蓋

、
墨
一
撃
く
な
っ
て

い
る
。

貫
に
露
m
高
空
善
用
ご
ま
肝
し

く
み
る
と
次
の
よ
ク
に
な
る
．

轟

餌
…
銅
報
m
薄
絹

重
義
で
h
溢
撃

寮
を
蟄
鼓
璧
愚
挙
碧
恵

毒
度
、
芸

B
U
円
〓
言
寄
四
季
一
、
九

小
者
集
会
せ
ん

垂
こ
れ
灯
を
見
て
貴
く
・
鼠

ス
タ
イ
ル
妻
蛋

逼
革
馬
偏
各
課
一
首

琴
普
℃
長
野
監
顎
虫
監
督

さ
く
な
っ
て
行
く
・
塾
登
農
、

草
と
レ
て
声
な
し
．
羞

洩
し
て
い
る
官
臭
く
し
く
書

侶
免
窄
つ
け
て
安
芸
戻
主
管

更
意
等
ざ
豊
芝
野
唇
苫

先
生
濃
く
潤
霞
し
て
い
る
ぞ
、
や
つ

ば
基
喝
の
護
も
が
う
わ
い
．

－
帝
し
ょ
タ
国
手
タ

∇
毒
置
憂
バ
ス
董

農
パ
ス
が
大
き
い
静
物
に
督
い
ね
の

穿
鴨
を
点
っ
た
．
し
か
し
モ

こ
は
本
埜
鰻
事
蓄
会
社
と
か
か
わ

蓋
す
、
我
人
が
席
上
へ
通
さ

れ
雷
に
お
茶
塁
航
、
モ
の

後
バ
ナ
ナ
二
本
監
音
字
ニ
ケ
、
ユ

コ
三
は
い
細
さ
爪
色
素
の
準

備
書
量
る
や
t
宙
さ
ん
の
潤

話
し
で
通
る
、
あ
轟
っ
た

こ
革
警
監
ら
、
云
つ
た

事
が
官
だ
っ
た
．
即
ち
「
顎
爪
こ

爪
諸
よ
皇
蒜
の
前
針
写
る
邪
某

苧
竜
て
よ
だ
れ
が
ロ
の
量
匝

首
」

に
＿
藍
の
鵬
等
日
の
雨
の
陣
場
夕

召
あ
っ
た
．
音
で
の
旅
の
絞
れ

銅
諦
…
銅
鰐
閑
鮎
錮
棺

劉
諏
約
m
錯
絹
…
桐

喝
館
　
　
五
二
三
〇
一
畳
で
は
な
い
だ
ろ
怠
．
昨
年

簡科料′賢

篤
六
十
名
は
平
声
籍
曹
‖
毘
山

毒
守
、
．
塞
、
重
な
彙

爵

卜

上

郷
桝
で
中
泉
へ

）ヒ

中
間
考
査
行
う

∇
ス
墓

苧
蜜
も
一
恵

ん
に
な
っ
た
先

日

墓

合

体
†
犬
舎
悸
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聯
高
校
鹿
合
体
琶
未
壷
・

水
泳
十
年
轡
農
蚤
冠

芳
書
扁
農
英
彦
一
書
t
空
耳
爽
旦
旦
首
の
三
善
雲
多
y
憂
患

だ
市
農
場
竜
手
蔓
の
署
の
啓
等
‡
菅
里
等
、
打
倉
皇
什
挙
る
肉
農
事
く
各

層

た

、

届

垂

豊

吉

墓

凛

膏

葛

尾

妻

膚

層

書

芸

最

彗

倭

芸

雲
量
彗
瞥
董
凛
蕾
、
羞
星
墨
彗
星
監
督
官
尊
鹿
葡
嚢
畳
替
■
装
本
榎

簑
百
誓
っ
た
室
夢
雇
主
育
挙
騰
誓
え
、
量
金
紗
代
の
皆
一
畳
冨
た
一
・

見
事
を
村
上
の
フ
ォ
ー
ム
一

崖
富
畳
要
言
家
電

■
は
次
の
菅
．

－
騒
一董

掌
人
絹
超
唱

？
．
・
d
T
 
p
a
．

】
空
か
れ
㌣
針

璽
離
甜
辟
臥
遽

塁
詳
轟
三
・
三
∴

曹
娃
芳
未
、
葺
蔓

時
に
光
か
つ
て
い
た
■

■

．

■

一

．

■

．

才

一

鴨
川
槍
技
に
l
位

砲
象
豊
美
、
萱
米

は
方
向
点
者
盛
黒
に
て

こ
な
わ
れ
鵬
更
あ
ゑ
l
－
菅
の
東

署
b
と
げ
た
．
袈
次
の

▼
臨
－
驚
九
〇
二

位
鐙
集
八
二
〇
四

度
藩

会
等
里
進
撃
象
浄
芦
等

四
－
誓
－
〇
七
、

誉
ム
ま
く
む
べ
も
の
に
は
な

官
営
号
バ
レ
i
惜
野

五
墨
字
－
、
六
月
－
日
の
〓
巳
間

l
既
望
二
毛
、
1
－

〓
■
佐
条
ゴ
二
、
七
〇

三
J
　
裟
一
三
1
七
〇

六
■
・
着
藤
　
二
九
、
六
五

・
十
．
空
席
　
二
八
「
六
〇

全
学
・
機
甲
　
二
七
、
義

＠
墓寧　
t
莞
三
五
二

⊥
　
位
佐
々
兼
九
、
己
≡

1
．
位
賽
1
五
声
六
位

藍
－
批
葡
尭
ご
宝

三
菱
七
、
九
五

至
芸
機

縁
．
芳
夫
、
岩
…

檜
鐙
人
木
で
屈
〇
六

位
公
職

仁

王

睾

妻

開
蔓
．
蟄
瞥
彗

鼻
…
…
絹
開
露

末
社
2
人
許
諾

三
凝滞
絞
〒
晶
常
用
補

墨
．

妥
曹
陰
暦
垂
星
空
認

1

才

L

ラ
グ
ビ
l

雪
空
昔
一
三
円
陣
ナ
ダ
ブ
y
F

完
璧
完
盲
寧
雫
薫
大
金
堅
塁
膏
き
つ
貧
富
、
わ
言
寄

滑
稽
積
牒
濡
藩
六
一
〇
芸
軒
軒

貞
一
±
ニ
違
わ
れ
る
宮
増

量

面

旨
雲
型

釜

鳥
苧

覇

F
y
言
サ
ヨ
蒜
撃
っ
た
為

二
個
駁

霊
0
0
…
…
…
刷
…
岩

開
、
か
山
芋
ム
■
（
醤
）

∇
準
貞
決
静

伊
－
2
轡
二
補

∇
水
泳
（
露
の
池
）

∇
峯
冒
毒
虫
等
2
曾

紗
－

∇

要

害

田

春

蚕

　

′

∇
バ
ス
ケ
ッ
ト
へ
一
高
）

∇
鱒
決
静
　
曽
奉
加
－
皇
還

∇
決
旦
革
訟
－
望
苛
一
席

∇
軟
責

八兵衛
入
牒
固滞在記

大叫
打
好
打
軋
腸

私
は
▲
覇
に
入
っ
た
瓜
幽
轟
は
p

ス
ア
γ
ジ
ェ
ル
ス
市
正
マ
グ
′
ル
ア

グ
レ
音
ス
ク
通
で
考
た
．
当

骨
ハ
年
屋
で
妻
空
曹

金
竺
忘
与
ス
共
著
入
学

琶
鳶
謀
息
巻
乳
愚

書
↓
菅
つ
発
■

葦
ぼ
ミ
ス
・
メ
イ
昔
苛

緋
騰
得
階
数

貯
楽
な
よ
う
に
安
宅
私
－
旨
で

豊
盈
丁
眈
し
て
い
た
墓
も

う
に
な
つ
籠
」
穴
畳
盛
挙
レ
た
。

那
人
の
二
世
二
名
、
日
茶
人
と
し
て
一
食
学
級
の
妻
彗

銅
鐸
舘
麹
鐸
済
鰻

琶
貫
石
生
遵
守
坐
貰
ア
ン
ジ

留
書
き
星
亨
麺
を
義
軍
畜

誓
言
、
等
は
天
謬
甘
ハ
万
客
象
せ
先
達
か
い
牙
を

∵
（
バ
ッ
チ
。
1
）
上
村
良
冤
こ

葱
票
等
1
虎
蒜
【
岩
手
】

密
こ
の
笥
竺
搾
年
慧
校

コ
r
ダ
で
あ
っ
た
沢
田
氏
が
野
外
に

鞍
花
巻
の
コ
ー
チ
と
し
て
ペ
ン
宏
ト

お
も
を
墨
誓
蚤
あ
軋
碧

（
パ
空
音
⊥
及
川
・
矢
内
【
一
打
数
、
安
打
、
失
巧
三
摂
、
四
球
‖
三
、
℡
苧
斯
、
わ
け
て
島
か
ん
、

∇
睾
沃
野

下
欄
6
－
2
岩
華
甲
　
　
▲

尊
厳
む
な
し
庭
球

残
は
責
幸
一
、
六
月
二
二

の
三
豊
コ
ー
ト
に
於
で

∇
一
回
戦
不
戦
勝

∇
〓
回
戦
一
念
管
T
O
山
由
商

∇
三
回
戦
本
管
－
且
董
嵩

∇
四
回
戦
本
校
2
⊥
」
宮
古
水
団

盛
鉄
に
〓
連
勝

絹
訴
銅
開
削
関
芯
…
鞘
開
…
鯛

決
勝
で
一
由
を
居
る

春
季
県
下
商
機
野
球
大
会

決
勝

武
田
彩
胃
先
生
　
薗
愚
撃

て
署
山
、
賢
の
露
、
旅
行
、

読
書
、
嶺
軟
、
俳
句
の
制
作
、
短

冊
、
義
の
擢
無

二
Y
万
葉
集
、
奥
の
窺
、
現
代
の

小
説
、
詩
歌
類

▲
五
行
ア
ン
ケ
t
l
r

て
恕
陳

こ
、
－
署
等

ニ
「
響
な
食
物

四
、
叢
レ
て
い
る
入
物

五
、
日
捜
出
来
る
物
事

絹
鴨
実
。
ア
撃
取
山

狩
㍍
0。
開
盟
4
6

（
バ
ッ
チ
り
ユ
盆
芳
－
佐
瀬

（
吉
事
）
抱
切
－
罫
帰
（
老

△
本
号
、
疲
最

二
聖
に
散
る

詔
日
日
絹
鍼
工
学

集
中
安
打
喜
び
せ
党
人
王
威
蟹
上

げ
て
ま
す
啓
原
を
0
と
房
肯
カ

ー
フ
、
佐
膿
琶
攻
め
て
四
回
聖

点
六
周
に
ゴ
嘉
、
八
回
に
－
用
益

点
を
か
孟
大
書
十
点
を
’
は
っ
て

隠
れ
の
葱
署
な
し
見
た
。

度
尊
卑
、
二
の
同
日
塩
置

琴
ノ
ー
ル
に
於
で
行
わ
れ
、
本
校
は

朋
朋
闘
絹
い
鏑
一
朗
耶
閑
㍍
絹

劇
添
切
賢
一
斎
思
慕
善
く

名
誉
参
詣
阜
告
喜
藍
畏
レ
年
中

餌
銅
網
目
…
醒
鰻
紺
鰻
㍑

砦
で
一
貫
霞
陛
褒
層
賢
デ
イ
と
し
て
す
払
込
ん
巧

ほ
蕗
付
い
て
勉
些
し
て
塁
の
良
い
物
を
渾
す
る
を

て
皇
撃
左
炉
ぬ
望
雷
撃
孝
之

開
絹
銅
錮
盟
日
録
㌍
璧
針

明
錯
関
鮎
髭
関
銅
Ⅷ
M
那
机

桑
罵
豆
雷
啓
レ
始
め
た
、
何
づ

詣
那
覇
乾
酪
絡

て
毒
が
誉
濃
等
普
選

意
を
愚
孟
曹
蓉
患

川
雑
魚
方
言

霊
芳
で
夢
メ
ツ
コ
蟄

）
サ
ツ
コ
（
彗
帯
）
ウ
ル
メ
、
ウ

当
．
示
∵
山
　
眞
二
二
灘

ル
メ
ツ
コ
青
菜
市
）
ゲ
ル
タ
メ
（

秋
田
市
）
ジ
戸
ン
バ
ユ
、
ジ
ョ
ン
バ

】
芽
（
山
形
市
）
メ
サ
ツ
コ
、
孟

至
の
こ
と
冨
る
・
当
考
オ
夢
等
号
コ
久
等

サ
ツ
コ
賓
）
等
雪
が
、
ヌ

侍
仝
雷
撃
雷
博
物
の
先
皇
コ
（
－
塁
）
諺
ン
ジ
ヤ
コ
、
コ
乳

蓋
替
月
の
祖
土
岩
串
麻
で
は
鵡

慮
い
し
て
鬼
舗
凄
れ
七
も
里
y
（
奄
ヂ
ヨ
チ
ヨ
メ
y
八
神
霹

了
∴
‥
．
U
H
∵
三
㌦

い
彗
質
点
単
主
妻
）
ミ
ミ
多
き
ヂ
重
用

雷
、
以
葛
万
富
嘗
層
、

墨
ニ
ー
ム
が
多
い
．
け
グ
イ
や

ブ
タ
ヲ
ハ
ヤ
、
雲
コ
苦
幼
魚
の

詳
戊
が
考
へ
と
メ
ダ
カ
の
層
と
叔

亡
い
る
処
か
ら
、
1
メ
芽
と
温
め

■
P
れ
て
い
も
の
で
吾
．
ウ
グ
ー
（

オ
か
事
、
プ
芋
電
孟
宗

調
川
鰻
誓
拍
鏑
が
兄
旬
毒

て
露
呈
⑳
村
井
⊥
蔑
称
4
⑳
照
井

拾
っ
た
息
竺
∇
二
百
米
自
由
型
轟

人
稚
尊
重
∇
四
書
蔚
響
表

⑳
（
色
邑
富

⑳
（
亀
．
青
田
㊨
（
温
）
大

坪∇
雷
電
雷
名
管

∇
二
冒
米
平
泳
貰
畠

⑳
（
A
芭
石
田
㊧
ち
害
長

谷
川
△
露
⑧
石
田
3
分
0

3
秒
4
⑧
長
谷
川

∇
百
米
自
由
蓋

⑳
（
邑
濡

マ
靂
盈
蒜
工
房
秒

△
五
十
米
背
靴
予
選

戯
（
q
組
）
村
井
暑
（
温
）

個
井
仝
盟
線

量
砂
‖
⑳
照
蕃
0

∇
八
百
米
ガ
レ
ー
苓
適

①
（
A
租
）
彗
丁
高 、

醤
護
に
為
れ
、
田
毒

編
　
集
　
後
　
記

◆
今
年
に
入
つ
て
か
亘
面
目
の
薪

塑
芸
と
と
け
し
ま
す

◆
今
後
富
蓋
に
し
て
新

聞
社
を
易
杜
か
ら
二
軍
監
星
白

日
日
新
蘭
に
変
っ
た
妻
帯
胃
山
海

切
ら
せ
し
ま
す
．
′

◆
初
め
て
の
サ
慮
罷
る
の
で
非
常

人
も
a
h
遷
し
て
其
の
政

孝
空
夢
芥
ゝ
ち
ぎ
る
人
、
、
語
れ

喜
義
し
て
や
ま
す
．

雫
自
負
出
冬
至
と
一
つ
だ
に

な
し
足
ら
ざ
る
智
之
れ
褒
ふ
．

柏
一
会
弄
先
生
敬
啓
担
当

て
登
山
、
サ
Y
カ
ー

二
、
人
難
の
蝉
本

三
、
山
菜
と
冷
す
し
ー

四
、
ガ
ン
カ
ー
ン

五
、
何
も
な
い

細
川
典
子
先
生
毒
覇
ヨ

て
茶
の
湯
、
生
花

二
、
林
芙
蓉
妄
史
の
作
品

三
丁
豊
睾
衰
芋
は
大
の
好

物
で
す

四
、
石
川
換
言
、
林
美
学

五
、
よ
く
知
事
博
い
す
る
こ
と
ゝ
、

ス
イ
カ
作
わ
で
す
、
い
つ
か
食
べ

に
お
い
で
な
さ
い
．




